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(57)【要約】
ブルニアンリンクとは、チェインを形成するために、別
の閉じたループを捕捉するように自身に対して折り畳ま
れた閉じたループから形成されたリンクである。弾性バ
ンドは、所望のやり方でこのようなリンクを形成するた
めに利用することができる。開示されたキットは、最初
のバンドを取り付けるためのテンプレートと、テンプレ
ートに配置された最初のバンドに追加のバンドを取り付
けるために利用されるフックとを含む。テンプレートは
、追加のバンドが互いにリンクされる間に最初のバンド
を所定の位置に保持するピンを含む。キットは、所望の
長さが形成されると端部を取り付けるために利用される
クリップを更に含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一連のリンクから構成されるアイテムを作成するための装置であって、
　互いから離れた少なくとも２つのピンを含むテンプレートを備え、各ピンが第１の端部
、ベース端部及びアクセス溝を含む、装置。
【請求項２】
　前記各ピンの前記ベース端部の間に延びるブリッジ部を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記アクセス溝は、前記テンプレートの外を向いた側に配置される、請求項２に記載の
装置。
【請求項４】
　前記アクセス溝の各々は、前記第１の端部及び前記ベース端部を含む前記各ピンを全体
に通って延びる、請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記各ピンは、前記第１の端部と前記ベース端部との間にバレル部を含む、請求項１に
記載の装置。
【請求項６】
　前記ベース端部は、前記バレル部の直径よりも大きな直径を有する、請求項５に記載の
装置。
【請求項７】
　前記第１の端部は前記溝によって中断される、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　リンクされたアイテムを作成する方法であって、
　弾性バンドの第１の端部をテンプレートの第１のピンに取り付けるステップであって、
前記テンプレートは互いから離れた少なくとも２つのピンを含み、各ピンが第１の端部、
ベース端部及びアクセス溝を含むステップと、
　前記弾性バンドの第２の端部を前記テンプレートの第２のピンの周囲でループ状にする
ステップと、
　前記弾性バンドの前記第２の端部を前記第１のピンに取り付けるステップと、
　前記アクセス溝を通じて第２の弾性バンドを引っ張り、前記第２の弾性バンドの第１及
び第２の端部でループを作成するステップと、
　所望のリンクの長さ及び構成が得られるまで、前の弾性バンドのループ状にされた端部
を通じて後の端部を捕捉して引っ張るステップと
　を含む、方法。
【請求項９】
　前記弾性バンドの一端部を捕捉することは、一番上の弾性バンドの下まで伸びて、フッ
クツールで一番下の弾性バンドを掴むように、前記ピンの前記アクセス溝の中まで届くフ
ックツールを使用することを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記リンクされたアイテムを形成するために前記弾性バンドの端部をクリップの中に挿
入するステップを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　一連のリンクから構成されるアイテムを作成するためのキットであって、
　互いから離れた少なくとも２つのピンを含むテンプレートであって、各ピンが第１の端
部、ベース端部及びアクセス溝を含むテンプレートと、
　前記一連のリンクの端部を互いに固定するために開口の各側に配置される内側を向いた
端部を含む少なくとも１つのクリップと
　を備える、キット。
【請求項１２】
　前記クリップはＣ字形状を含み、前記内側を向いた端部は前記開口に垂直な方向に延び



(3) JP 2015-503407 A 2015.2.2

10

20

30

40

50

る、請求項１１に記載のキット。
【請求項１３】
　前記クリップは弾性部材を部分的に受け入れるための内部空間を画定し、前記内側を向
いた端部は弾性部材が前記開口を通り抜けないように前記内部空間の中に延びる、請求項
１２に記載のキット。
【請求項１４】
　弾性部材を互いに対して操作するためのフックを含む、請求項１２に記載のキット。
【請求項１５】
　前記一連のリンクを形成するための複数の弾性部材を含む、請求項１４に記載のキット
。
【請求項１６】
　前記一連のリンクは一連のブルニアンリンクを含む、請求項１５に記載のキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は全体的に、リンクされたアイテムを作成するための方法及び装置に関する。よ
り詳細には、本開示は、弾性バンドからリンクされた装着可能なアイテムを作成するため
の方法及び装置に関する。
【０００２】
　（関連出願への参照）
　本出願は、２０１０年１１月５日に出願された米国仮出願第６１／４１０，３９９号へ
の優先権を主張する２０１１年９月８日に出願された米国出願第１３／２２７，６３８号
の一部継続出願である。
【背景技術】
【０００３】
　独自に着色されたブレスレット又はネックレスを作成するための材料を含むキットは、
常にある程度の人気を有してきた。しかしながら、そのようなキットは通常、異なる色に
着色された糸およびビーズのような原材料を含むだけで、使用可能で望ましいアイテムを
構築することは個人の技量と才能に依存する。従って、独自の装着可能なアイテムを作成
するための材料を提供するだけでなく、望ましく耐久性のある装着可能なアイテムの作成
を成功させるために、様々な技量及び芸術的レベルの人々に容易に作成させるように構築
を簡略化するキットに対する要求及び必要性がある。
【発明の概要】
【０００４】
　ブルニアンリンク（Ｂｒｕｎｎｉａｎ　ｌｉｎｋ）とは、チェインを形成するために、
別の閉じたループを捕捉するように自身に対して折り畳まれた閉じたループから形成され
たリンクである。弾性バンドはこのようなリンクを形成するために所望のやり方で利用す
ることができる。例示的なキット及び装置が、ブルニアンリンク物品の作成のために提供
される。更に、例示的なキットは、ブルニアンリンクの組み立て技術を用いて独自の装着
可能な物品の作成を成功させる。
【０００５】
　例示的なキットは、最初のバンドを取り付けるためのテンプレートと、テンプレートに
配置された最初のバンドに追加のバンドを取り付けるために利用されるフックとを含む。
テンプレートは最初のバンドを所定の位置に保持するピンを含み、追加のバンドは互いに
リンクされる。キットは、所望の長さが形成されると端部を取り付けるために利用される
クリップを更に含む。
【０００６】
　本明細書に開示のこうした特長及び他の特徴は、以下の明細書及び図面から最良に理解
することができる。以下は図面の簡単な説明である。
【図面の簡単な説明】
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【０００７】
【図１】ブルニアンリンク物品を作成するための例示的キットの斜視図である。
【図２】ブルニアンリンク物品の概略図である。
【図３】一連のブルニアンリンクの概略図である。
【図４】例示的なテンプレートの側面図である。
【図５】例示的なテンプレートの端面図である。
【図６】例示的なテンプレートの上面図である。
【図７】ブルニアンリンクされた物品の繋がれていない端部を固定するための例示的なク
リップの平面図である。
【図８】例示的なクリップで固定された弾性バンドを示す斜視図である。
【図９Ａ－９Ｋ】例示的なテンプレート及びキットを使用してブルニアンリンク物品を作
成する例示的な方法を示す。
【図１０】別の例示的なテンプレートの側面図である。
【図１１】図１０に示された例示的なテンプレートの上面図である。
【図１２】図１０及び１１に示された例示的なテンプレートの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図１及び２を参照すると、図２に概略的に示されているようなブレスレット、ネックレ
ス及び他の装着可能な又は装飾的な物品等のブルニアンリンクアイテムを作成するための
例示的なキット１０が示されている。例示的なキット１０は、テンプレート１２（図４－
６）又は１５（図１０－１２）、クリップ１６及びフック１４を含む。また、例示的なキ
ット１０は、装着可能な物品２６をもたらすためにキット１０と共に使用してブルニアン
リンクを形成する多数の弾性部材１８も含む。弾性部材１８は、物品として消費され、組
み上げられ、追加の弾性部材で置換され且つ補充される。更に、例示的な弾性部材１８は
、例示的なテンプレート１２に一致する大きさを有する。更に、単一のクリップ１６が例
示されているが、例示的なキット１０は多くの物品２６の組み上げのために多くのクリッ
プ１６を含むであろう。
【０００９】
　図３を参照すると、ブルニアンリンク２０は、実際の結び目を形成することなく、連続
的にループした構造から形成される。環状構造を形成するように複数のリンク２０がチェ
イン状に形成される。各弾性部材１８の端部２２が固定されて、耐久性のある装着可能な
物品２６が作成される。この例示では、３つのリンク２０が単一のチェインを形成してい
る。各リンク２０は、一方のループ構造の端部２２を順番に別のループ構造の中央部２４
で捕捉することによって形成される。各リンク２０は前後のリンク２０に依存して、所望
の形状及び統合性を保持する。１つのリンク２０を取り除くと、結果的に全てのリンクが
互いから外れる。
【００１０】
　図４、５及び６を参照すると、例示的なテンプレート１２は、互いから所定距離５２だ
け離れた２つのピン２８Ａ，２８Ｂを含む。各ピン２８Ａ，２８Ｂは、フランジ３０Ａ，
３０Ｂ、ベース３２Ａ，３２Ｂ、及びアクセス溝３４Ａ，３４Ｂを含む。ピン２８Ａ，２
８Ｂは、ブリッジ３６によってベース３２Ａ，３２Ｂで接続される。ブリッジ３６は、ピ
ン２８Ａ，２８Ｂの間の距離５２を定義する。
【００１１】
　アクセス溝３４Ａ，３４Ｂは、テンプレート１２の外を向いた側３８Ａ，３８Ｂに配置
される。アクセス溝３４Ａ，３４Ｂの各々は、フランジ３０Ａ，３０Ｂ及びベース３２Ａ
，３２Ｂを含むピン２８Ａ，２８Ｂとブリッジ３６とを全体に通って延びる。
【００１２】
　ピン２８Ａ，２８Ｂは、対応するフランジ３０Ａ，３０Ｂの間にバレル部４０Ａ，４０
Ｂを含む。バレル部４０Ａ，４０Ｂは、フランジ３０Ａ，３０Ｂの直径４４及びベース３
２Ａ，３２Ｂの直径４２より小さい直径４６で形成される。バレル部４０Ａ，４０Ｂは弾
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性バンド１８を支持し、一方でフランジ３０Ａ，３０Ｂ及びベース３２Ａ，３２Ｂは弾性
バンド１８が滑って外れないようにする。
【００１３】
　フランジ３０Ａ，３０Ｂの各々は、対応するアクセス溝３４Ａ，３４Ｂによって中断さ
れる。アクセス溝３４Ａ，３４Ｂは、フックツール１４の端部を受け入れるような大きさ
を有する。
【００１４】
　図７及び８を参照すると、例示的なクリップ１６は、端部４８が内側を向いた略Ｃ字状
に形成される。内側を向いた端部４８は、弾性部材１８が部分的に保持される開放空間５
０へと内側を向く。内側を向いた端部４８は、端部２２がクリップ１６から外れて内部領
域５０から滑り出ることを防ぐ。
【００１５】
　図９Ａ－Ｋを参照すると、例示的なテンプレート１２は、図３に示されるように一連の
ブルニアンリンク２０を形成するために利用される。理解されるように、弾性バンド１８
は、所望の物品の構築中に操作及び把持するのが困難であり得る。例示的なテンプレート
によって、初期数のリンク２０のが把持されて、所望のリンクされた物品の最初の数個の
リンクが容易になる。テンプレート１２は、第１及び第２のピン２８Ａ，２８Ｂ並びに全
高の溝３４を含む。
【００１６】
　図９Ｂに示される最初のステップは、弾性バンド１８の第１の端部を第２のピン２８Ｂ
に取り付けることを含む。次に、図９Ｃに示されるように、第１の弾性バンド１８が引っ
張られて、第１のピン２８Ａの周囲でループ状にされる。図９Ｄに示されるように、第１
のピン２８Ａの周囲でループ状にされると、第２の端部１８は、第２のピン２８Ｂに再び
引っ掛けられる。図９Ｅに示されるように、第１の弾性バンド１８がテンプレート１２に
取り付けられた状態で、クリップ１６がバンド１８に取り付けられる。バンド１８が開放
領域５０の中に受け入れられるように、クリップ１２は第１のピン２８Ａの溝３４Ａの中
で弾性バンド１８の端部の下に挿入される。
【００１７】
　図９Ｆに示されるように、クリップ１６が弾性バンド１８の端部２２に引っ掛けられる
と、フックツール１４がアクセス溝３４を通じて挿入される。次に、図９Ｇに示されるよ
うに、第２の弾性バンド１８がフック１４によって引っ掛けられる。フック１４の端部は
、フランジ３０Ａから外側に延びて第２のバンド１８を引っ掛けるように、アクセス溝３
４Ａを通じて延びて示されている。
【００１８】
　次に、図９Ｈに示されるように、第２のバンド１８の一方の端部が、他方の端部を保持
している間、溝３４Ａを通じて引っ張られる。次に、図９Ｉに示されるように、フック１
４は、第２のバンド１８の端部２２の中に通されて、テンプレート１２に固定されている
第１のバンド１８の周囲に中央部２４が巻き付けられる方向にこれらを保持する。次に、
第３のバンド１８がフック１４を利用して引っ掛けられて、第２のバンドを通して引っ張
られる。
【００１９】
　第３のバンド１８は、図９Ｊに示される方向に第３のバンド１８を保持するようにフッ
ク１４上でループ状にされる。フック１４は、一方のバンド１８を次のバンド１８上に保
持して、前のバンド１８に後のバンド１８を通す準備をするために利用される。この過程
は、所望の数のバンド１８が互いにリンクされて図９Ｋに示されるようなチェインを形成
するまで繰り返される。リンク２０の所望の長さ及び数が形成されると、クリップ１６を
含む第１のバンドがテンプレート１２から取り除かれ得る。次に、クリップ１６は回され
て、物品を完成させるために５４で示された繋がれていない端部に留められる。
【００２０】
　図１０、１１及び１２を参照すると、別のテンプレート１５がピン２１を支持するホル
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ダ１７を含んでいる。ピン２１の各々は、第１の又は上の端部２３及びベース端部２７を
含む。テンプレート１５全体は、物品の作成中に保持される単一の部品である。ピン２１
は、図２において２６で示されるものと同様のリンクされた物品の組み上げ中に、弾性部
材１８に対する支持を提供する。例示のテンプレート１５は、図９ａ－ｋに提示された同
じ組み立て手順によって利用される。
【００２１】
　従って、例示のキット及び方法によって、ブレスレット、ネックレス、及び他の装着可
能なアイテムを作成するために、ブルニアンリンクの多くの異なる組み合わせ及び構成が
作成される。更に、例示のキットは、潜在的なブルニアンリンクの作成能力を更に生み出
して展開するために拡張可能である。更に、例示のキットによって、様々な技量レベルの
人が独自の装着可能なアイテムの作成に成功できる簡単なやり方で、このようなリンク及
びアイテムの作成が行われる。
【００２２】
　例示の実施形態が開示されているが、当業者であれば、所定の変更が本開示の範囲に入
ることを認識するであろう。従って、本発明の範囲及び内容を決定するために以下の請求
項が検討されるべきである。
 

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９Ａ－９Ｆ】 【図９Ｇ－９Ｋ】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月30日(2014.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】 【図９Ａ－９Ｆ】

【図９Ｇ－９Ｋ】 【図１０】

【図１１】
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【図１２】
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